
〈
研

究

論
文

９
〉

牧
口
価
値
論
と
カ
ン
ト
価
値
論
の
比
較
研
究

一
　

は
じ

め

に

価

値
の
問
題
は
、
善
や
道
徳
と
し
て
古
代

ギ
リ

シ
ャ
以

来
哲
学

の
中

心
的

テ
ー

マ
の
一
つ
と

さ
れ
て

い
た
が
、
「
価
値
」

と
い
う
言
葉
が
哲
学
上

の
用

語
と
し
て
用

い
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
の

は
意
外

に
新
し
く
、
一

九
世
紀
に

な

っ
て

か
ら
の
よ

う
で

あ

る
。
こ
の
こ

と
は
、
価
値

の
哲
学

を
（
合
理

的

に
）
解
決
す

る
こ
と
が
い

か
に
難
し

い
も
の
で
あ
る

か
を
意
味
し
て

い
る
。

価

値
の
本
質

を
解
明
し
、
系
統
的

に
ま
と

め
あ
げ
た
説
を
価
値
哲
学
ま
た
は

価

値
論
と

い
う
。
価
値
論
が
教
育
学
や
経
済
学
の
部
門
か
ら
も
研

究
さ
れ
て

い
た
が
、
価
値
の
本
質
に
つ

い
て
、
価
値
と

は
何

か
、
価
値
と
事
実
と
の
関

係

等
の
問
題

に
つ

い
て
本
格
的
な
研
究
が
行
わ
れ
た
の
は
一

九
世

紀
末
か
ら

で

あ
る
。

近
代
西
欧
の
哲
学
の
主
流
を
な
す
の
は
、
Ｒ
・
デ
カ
ル
ト
（
一
五
九
六
―

渋
　
谷
　
仙
　
吉

一
六
五
〇
）
以
来
の

合
理

論
思

想
で
あ

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
合
理

主
義
の

潮
流

に
対
す
る
反
抗
と
し
て
、
一
九
世

紀
末
か
ら
二
〇
世

紀
に
か
け
て
、
人

間
的

生
の
非
合
理
な
働
き
を
根
源
的
な
も
の
と
み
る
「
生
の
哲
学
」
が
始
ま

っ
て
い
る
。
「
学
」
の
哲
学

か
ら

「
生
」
の
哲
学

へ
の
方
向

を
開

い
た
の
は

Ａ
・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
（
一
七
七
八
～
一
八
六
〇
）
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に

は

っ
き
り
と
生
の
原
理

を
打

ち
出

し
た
の
は
Ｆ

・
Ｗ

・
ニ
ー
チ
ェ
（
一
八
四

四
～
一
九
〇
〇
）
で
あ
り
、
生
き
る
意
味
と
価
値
を
哲
学
の
中
に
提
起
し
て

い
る
。

次
い
で
、

カ
ン
ト
派
に
属
し
、
ド
イ
ツ
西
南
学
派

を
創
始
し
た
Ｗ
・

ビ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
（
一
八
四
八
～
一
九
一
五
）
と
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
Ｈ
・
リ

ッ
ケ
ル
ト
（
一
八
六
三
～
一
九
三
六
）
な
ど
の
「
関
係
性
」

へ
の
着
目
が
そ
の

先
駆
と
い
え
よ
う
。
Ｉ
・
カ
ン
ト
（
一
八
四
八
～
一
九
一
五
）
を
は
じ
め
と
す

る
ド
イ
ツ
観
念
哲
学

に
お
い
て
、
価
値
内
容
と
し
て
、
真

・
善

・
美
ま
た
は

聖
（
ビ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
）
で
あ
る
と
い
う
価
値
論
が
広
ま
っ
た
。
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ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
Ｊ
・
デ
ュ
ー
イ
（
一
八
五
九
～
一
九
五
二
）
が
出

て
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
「
生
の
哲
学
」

に
呼
応
し
て
、
「
生
き

る
」
こ

と
を
主

眼
と

し
た
行
動
的
思

想
に
立
ち
、
従
来

の
真

・
善
・
美
の
価
値
体
系
に

メ
ス

を

入
れ
、

特
に
「
真
」

に
対
し
て
新

た
な
取
り
扱

い
方
を
し

た
。
す
な
わ
ち
、

「
真
」

は
善
・
美
と

並
列
す

る
価
値
内

容
で

は
な
く
、
善
や
美
を
実
現

す
る

た
め
の
「
手
段
価
値
」
で
あ

る
と
唱
え

た
。

日
本
で

は
、
ド
イ
ツ
哲
学

が
早
く

か
ら

哲
学
界

の
主
流
を
占
め
、
価
値
内

容

を
真
・
善
・
美
と
す
る
価
値
体
系
が
流
行
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。
こ
れ
に

対

し
て

、
中
村
元

は
新
カ
ン
ト
派
の
価
値
哲
学

に
頑
強

に
抵
抗
し
、
独
創
的

な
価
値
体
系
を
樹
立
し
た
牧
口
常
三
郎
（
一
八
七
一
～
一
九
四
四
）
を
紹
介
し

て
い
る
（
文
献
―
）
。
彼
は
一
九
三
一
年
そ
の
著
「
価
値
論
」
（
文
献
２
）
に

お

い
て
、
価

値
は
対
象
と
評
価
主
体
と
の
関
係
に
よ

っ
て

発
生
す

る
と
の
立

場

か
ら
価

値
内
容

か
ら
「
典
」
を

は
ず
し
、

代
わ
り

に
人
の

た
め
に
な

る

「
利
」

を
根
底
的
な
価

値
と

し
て

加
え

「
美

・
利

・
善
」
を
価
値
内
容
と
す

る
価

値
体

系
を
提
案
し
、
五
官
が
評
価
主
体

の
美
の
価
値
よ
り
も
個
人
が
評

価

主
体
の
利
の
価
値
が
よ
り
大
事
で
あ
り
、
利
の
価
値
よ
り
も
社
会
が
評

価

主

体
の
善
の
価
値
が
最
も
大
事
と
す

る
価
値
判
断
の
基
準
も
明
示

し
て

い
る
。

本
論
文
で
は
ま
ず
、
両
価
値
論
の
価
値
内
容
を
比
較
し
、

カ
ン
ト
は
「
真

理
」

を
価
値
内
容
と
し
て

い
る
が
、
利
害
を
価
値

か
ら
除
外
し
て
い
る
こ
と
、

牧
口

は
真
理
を
除
外
し
「
利
害
」
を
価
値
内
容

に
入
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目

す

る
。

次
に
、
両
論
の
価
値
内
容
が
異
な

る
の

は
。
両
者
の
客
観
的
視
座
と
主
観

的

視

座

の

違

い

、

ま

た

は

理

性

的

人

間

像

、

欲

望

的

人

間

像

な

ど

の

人

間

像

や

人

間

の

境

涯

の

相

違

に

起

因

す

る

こ

と

を

論

述

す

る

。

最

後

に

、

両

論

の

真

理

観

、

価

値

観

の

相

違

は

根

本

的

に

視

覚

認

識

に

よ

る

二

値

論

理

を

前

提

と

し

て

い

る

こ

と

に

起

因

し

て

い

る

こ

と

を

論

述

し

、

触

覚

認

識

に

基

づ

い

て

行

為

と

い

う

別

次

元

の

論

理

（
仏

法

の

空

仮

中

の

三

諦

）
、

仏

法

の

人

間

像

（
十

界

の

境

涯

論

）

の

側

面

に

基

づ

い

て

両

価

値

論

を

位

置

付

け

る

こ

と

を

試

み

る

。

ニ
　

カ

ン

ト

学

派

の

価

値

論

と

プ

ラ

グ

マ

テ

ィ

ズ

ム

カ

ン

ト

の

哲

学

は

、

す

べ

て

の

認

識

が

人

間

理

性

の

本

質

的

目

的

に

対

し

て

持

つ

関

係

に

つ

い

て

の

学

問

で

あ

り

、

人

間

一

般

の

立

場

に

立

つ

人

間

的

哲

学

で

あ

る

と

い

わ

れ

る

。

カ

ン

ト

哲

学

の

対

象

は

究

極

的

に

は

人

間

で

あ

る

と

い

っ
て

も

過

言

で

は

な

い

だ

ろ

う

。

人

間

は

理

論

理

性

と

同

時

に

実

践

理

性

の

所

有

者

で

も

あ

る

と

い

う

人

間

の

二

元

的

性

格

を

も

つ

と

し

て

展

開

さ

れ

て

い

る

（
文

献

３

）
。

カ

ン

ト

は

価

値

を

存

在

で

定

義

し

つ

く

そ

う

と

す

る

自

然

主

義

的

な

傾

向

を

押

し

止

め

、

価

値

と

存

在

を

分

離

し

よ

う

と

企

て

た

。

西

洋

哲

学

の

伝

統

的

存

在

論

で

、

我

と

独

存

す

る

「

物

自

体

（
ｔ
ｈ
ｅ
　
ｔ
ｈ
ｉｎ
ｇ

　
ｉｎ

　
ｉｔｓ
ｅ
ｌｆ
）
」

と

「

我

に

と

っ

て

の

物

（
ｔ
ｈ
ｅ

　
ｔ
ｈ
ｉｎ
ｇ

　
ｆｏ
ｒ
　
m
e
）
」

と

を

区

別

す

る

存

在

論

に

転

換

し

た

の

も

こ

の

企

て

の

重

要

な

布

石

と

見

な

さ

れ

る

。

ロ

ッ

ク

が

経

験

主

義

的

な

哲

学

で

事

実

問

題

の

み

を

扱

っ

た

の

を

不

満

と

し

て

、

カ

ン

ト

の



哲
学
で
は
む
し
ろ

権
利
問
題

を
扱

う
の
だ
と
宣
言
し
て
い
る
。
カ

ン
ト
の
こ

う
し
た
区
別
を
よ
り
は
っ
き
り
し
た
形
で
述
べ
た
の
が
Ｒ
・
Ｈ
・
ロ
ッ
ツ
ェ

（
一
八
一
七

～
一
八
八
一
）
で

あ
る
。
彼
は
「
価
値

は
存
在
す

る
の
で

は
な
く

妥

当
す

る
の
で
あ

る
」
と
当
為
と
存
在
を
厳
し
く
区
別
し
た
。
彼
の
弟
子

で

あ
る
Ｗ

・
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
も

単
な
る
判
断
と
価
値
判
断
を
区

別
し
新
カ

ン
ト
学
派

の
価
値
哲

学
の
出
発

点
と
し
た
。

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
は
、
真

・
善

・
美
の
価
値
体
系
に
そ
れ
ぞ
れ
「
純
粋

理
性
批
判
」
（
第
一
版
一
七
八
一
）
。
「
実
践
理
性
批
判
」
（
一
七
八
八
）
、
そ
し

て

「
判
断
力

批
判
」
（
一
七
九
〇
）
が
対
応
し
、
論
理
学
、
倫

理
学
、
美
学
の

三
基

本
学
が
規

範
科
学

と
し

て
定
立
さ
れ

て
い
る

と
記
し
て

い
る

（
文

献

４
）
。

生
の
哲
学
と
プ
ラ

グ
マ
テ

ィ
ズ

ム

‥
合
理
的
科
学
思
想
の
支
配

的
傾
向
に

な

ん
の
疑
問
も

い
だ

か
な

か
っ
た
一
九
世
紀
。
生
の
躍
動
を
根
源
的
な
も
の

と
す

る
ニ
ー
チ

ェ
は
、
事
物

そ
れ
自
体
に
価
値
は
な
く
、
我
々
が
事
物
を
解

釈
す

る
こ
と
が
価
値
で
あ
り
、
価
値
評
価
は
事
物
に
た
い
す
る
遠
近
法
の
よ

う

な
も

の
で
我
々
が
価

値
定
立
者
で
あ

る
と
し
て
い
る

（
文
献
５
）
。
ロ
ゴ

ス
の
働
き
よ
り
も
生
の
躍
動
を
根
源
的
な
も
の
と
み

る
「
生
の
哲
学
」
に
よ

っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
後
、

フ
ラ

ン
ス
で
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
哲
学
に
、
ド
イ
ツ

で

は
デ
ィ
ル

タ
イ
、

ジ
ン

メ
ル
等
、
生
の
哲
学
者

を
輩
出

し
た
。

プ
ラ

グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
は
、
「
生
の
哲
学
」

の
影
響
を
受
け

て
い
る
と

考
え

ら
れ
る
が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
の
哲
学
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
哲
学
の
独

立
を
意

味
す
る
だ
ろ
う
。
ギ
リ

シ
ヤ
語
の
プ
ラ
グ
マ
（
行
動
）
に
由
来
し
、「
行
動
」

を
思
惟

に
優
先

さ
せ
、
観
念
や
真
理
は
行
動
の
帰
結
で
あ
り
成
果
で
あ
る
と

す
る
経
験
論
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
Ｃ
・
Ｓ
・
パ
ー
ス
（
一
八
三
九
～
一
九

一
四
）
に
は
じ
ま
り
、
こ
れ
を
継
承
し
た
Ｗ

・
ジ

ェ
ー

ム
ズ
が
一
九
〇
七
年

に
「

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ

ム
」
を
刊
行
し
て

か
ら
広
く
世
に
普
及

し
た
。
さ
ら

に
、
Ｊ

・
デ
ュ
ー
イ

は
、
思
考
は
行
動
す

る
た

め
の
道
具
で
あ
る
と
い
う
道

具
主
義

を
発
展

さ
せ

た
。
彼
の
制
度
等
よ
り
人
間
変
革
を
第
一
と
す
る
思
想

は
、
教
育
学
に
応
用
さ
れ
る
な
ど
、
牧
口
に
も
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
。

プ

ラ
グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
は
、
ド
イ
ツ
観
念
哲
学

に
対
し
て
、
実
生
活
上
の
体

験
を
上
位

に
お
い
て

、
経
験
主
義
、
相
対
主
義
の
立
場
を
と
る
と
と
も
に
、

イ

ギ
リ

ス
経
験
論
に
対
し
て
人
間
の
主
体
性
を
導
入
す

る
。

生
活

の
な
か
で

有
益
で
あ

る
と
確
認

さ
れ
た
も
の
が
真
な
る
概
念
で

あ
る
と
し
、
観
念
の
内

容
や
体
系
で

は
な
く

、
観
念
に
到
達
す
る
過
程
の
方
法
論
を
重

視
し
、
概
念

形
成
の
過
程

に
価
値
判
断
を
導
入
し
、
真
理
と
価
値
、
真
理
認

識
と
価
値
判

断
と
の
あ

い
だ
に
区
別

を
認
め
な
い
独
特
の
論
理
を
生
み

出
し

た
。
た
だ
し
、

プ
ラ

グ
マ
テ

ィ
ズ
ム
は
一
つ
の
体
系
化

さ
れ
た
思
想
で

は
な
く
、
パ
ー
ス
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
、

ヂ
ュ
ー
イ
の
あ
い
だ
に
も

か
な
り
の
差
異
が
あ
る
。

三
　

牧

口

価

値

論

牧
口
常
三
郎
（
一
八
七
一
～
一
九
四
四
）
は
半
生
を
教
育
界
に
捧
げ
、
そ
の

間
、
自
然
物
な
ら
び

に
自
然
現
象
と
人
間
の
社
会
生
活

の
相
互
関
係
を
研

究

し
、
そ
れ

ら
の
間

に
原
因
結
果

の
法
則

を
求

め
た
「
人
生
地
理
学
」
（
文

献

６
）
を
一
九
〇
三
年

に
出
版
し
て

い
る
。
そ
の
後
も
牧
口

は
、
激
職
の
傍
ら
、
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寸
暇

を
惜
し

ん
で
教
育
現
象
を
科
学
的

に
考
察
し
。
教
育
目
的
と
し
て
価
値

観
を

考
察
し
、
真
・
善
・
美
の
価
値
論

を
批
判
し
。
真
理
と
価
値
を
峻
別
し

て

「
創
価
教
育
学
体
系
」
（
文

献
７
）

を
出

版
し
て

い
る
。
そ
の
第

二
巻
が

創
価

教
育
学
体
系
の
中
核
的
哲
学
と
し
て
一
九
三
〇
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

そ

の
中
で
、
人
生
地
理
学

の
対
象
も
価
値
で

あ
り
、
創
価
教
育
学
も
難
解
な

価
値
問
題

に
没
頭
し

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
因
縁
は
牧
口
の
学
問
対
象
が
常

に

実

生
活

を
離
れ
な
い
か
ら
で

あ
ろ

う
と
述
懐
し
て

い
る
。
牧
口
の
学
問
に
対

す

る
姿
勢

は
。
「
第
一

に
生
活

か
ら
学

問
へ
、
次
に
学
問
か
ら
生

活
へ
」
即

ち
、
概
念
の
遊
戯
を
捨
て
経
験
的
立
場
か
ら
実
生
活
に
即
し
て
思
索
し
、
真

実

の
姿
を
把
握
す

る
こ
と
で

あ
っ
た
。

牧
口
価
値

論
の
要

点

’
牧
口
価
値

論
に
関
す
る
研
究
著
書
は
、
す
で
に
宮

田
著

「
牧
口
常
三
郎

は
カ
ン
ト
を
超
え

た
か
」
（
文
献
８
）
、
村
尾
著
「
牧
口

常
三
郎
の
『
価
値
論
』
を
読
む
」
（
文
献
９
）
等
あ
り
ま
す
の
で
、
本
稿
で

は
牧
口

価
値
論
の
特
徴
と

そ
の
必
要

な
要

点
を
ま
と

め
る
。
牧
口
は
ま
ず
、

真
理
は
認
識
主
体
に
よ

っ
て
対
象

が
認
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
価
値
は
評

価
主
体
に
よ
っ
て
対

象
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
と
し
て
、
行
為
主
体
の

境
涯
を
明
確
に
し
て
価
値
内
容
、
価
値
の
種
類
を
分
類
し
、
統
一
的
に
説
明

し
た
と
こ
ろ
に
牧
口

価
値
論
の
独
創
性
が
光
っ
て

い
る
。

従
来
、
「
も
の
」
自
体
に
価
値
が
あ
る
と
し
て
、
「
も
の
」
が
価
値
を
決
定

す
る
と
の
唯
物
的
な
価
値
説
、
主
体
の
「
心
」

が
も
と
で
、
主
体
が
価
値
を

決
定
す
る
と
の
唯
心
的
な
価
値
説
の
二
通
り
が
あ
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
正
し

く
な
い
と
し
て
斥
け
て
い
る
。
価
値
は
欲
望
を
充
足
す

る
も
の
で
、
評
価
主

体
と
対

象
と
の
間

に
生
ず
る
、
吸
引
、
反
発
の
情
的
関
係
性
・
関
係
力

の
こ

と
で

あ
る
か
ら
最
高

の
満
足
感

か
ら
最
低
の
不
快
感
に
至
る
ま
で

の
無
数

の

段
階
が
あ
る
と
し
て

い
る
。
同
一
評
価
主
体
が
種

々
の
対
象
に
望
む
時
だ
け

で
な
く
、
同
一
対
象
で
も
時
、
環
境
そ
し
て
評
価
主
体
の
境
涯
の
変
化
で
価

値
の
相
違
が
生
ず

る
。

牧
口
は
評
価
主
体

の
違
い
を
明
記
し
て
価
値
の
内
容
を
分
類
し
て

い
る
。

す
な

わ
ち
、
評

価
主

体
が
五

官
で
感
情
的
評
価
す

る
と
き

の
価

値
内
容

が

「
美
醜
」
で

あ
り
、
個
人

が
評
価
主
体
で
評
価
す
る
価
値
内
容
が

「
利

害
」

で
あ
り
、
社

会
が
評
価

主
体
で
評
価
す
る
価
値
内
容
が
「
善
悪

」
で

あ
る
と

分
類
し
て

い
る
。

さ
ら

に
、
好
き
嫌

い
に
と
ら
わ
れ
て
利
害
を
忘
れ
る
の
は

愚
か
で

あ
る
と
美

の
価
値
よ
り
も
利
の
価
値
が
大
事
で
あ
る
と
し
、
損
得
に

と
ら
わ
れ
て
善
悪
を
無
視
す

る
の
は
悪
で

あ
る
と
し
て
利
の
価
値
よ
り
も
善

の
価

値
が
よ
り
大
事
で

あ
る
と

い
う
価
値
判
定
の
基
準
を
も
設
定
し
て

い
る

こ
と
に
注
目
す

べ
き

だ
ろ

う
。
こ
の
価
値
判
定
の
基
準
を
生
活
指
導
原

理
と

し
て

幸
福
な
人
間

を
育

成
す

る
創
価
教
育
の
根
本
と
し
て
応
用

し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
人
生

の
目

的
は
幸
福
の
追
求
で
あ
り
、
価
値

は
幸
福
の
内

容
と

な
り
要

素
で

あ
る
と
し
て

い
る
。
価
値

に
も
大
・
善
、
中
・
利
、
小
・
美
の

価
値
と
ラ
ン
ク
が
あ
り

、
美

・
利
の
個
人
的
価
値
よ
り
社
会
を
評
価
主
体
と

す
る
善
の
価
値
を
積
む

大
善

生
活
こ

そ
人
生
最
大
の
目
的
で
、
至
幸
至
福
へ

の
道
で
あ
る
と
し
て

、
独
創
的
な
価
値
論
に
基
づ
い
た
幸
福
論
を
も
展
開
し

て
い
る
。



四
　

両

価

値
論

の
比

較

と

考

察

両
価
値
論
の
相
違
点
：
古
来
、
人
間
は
客
観
的
、
主
観
的
、
ま
た
は
心
理

や
境
涯

の
側
面
等

か
ら
さ
ま
ざ
ま

に
定
義
さ
れ
て

き
た
。
仏
教
は
、
生
命
自

体
が
内
よ
り
感
じ
て
い
る
境
地
、
生
命
感
に
注
目
し
、
そ
れ
を
客
観
的
に
状

態
と
か
、
境
涯
と
か
、
変
化
相
な
ど
と
し
て
1
0
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て

い
る
。
こ
れ

を
仏

教
で

は
「
十
界
論
」
と
し
て
説
い
て
い
る
。
具
体
的
に
は
。

地
獄
界
、
餓
鬼
界

、
畜
生
界
、
修
羅
界
、
人
界
、
天
界
、
声
聞
界
、
縁
覚
界
、

菩
薩
界
、
そ
し
て
仏
界
の
十
種
類
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
十
種
の
境
涯
は
そ

れ
ぞ
れ
縁

に
よ

っ
て
生
じ
、
心
身
を
支
配

し
て
い
る
の
が
我
々
の
生
命
の
実

体
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
十
界
の
う
ち
の
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
、
人
、

天
を
ま
と

め
て
六
道
と
し
迷

い
の
凡
夫
・
衆
生
が
輪
廻
す
る
動
物
的
人
間
と

み
な

さ
れ
、
四
聖

（
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
）
と
区
別
さ
れ
る
。
空
理

を

つ
き
つ

め
て

煩
悩

を
断
ち
切
ろ
う
と
努
め
修
行
す
る
声
聞
と
一
分
の
理
を
縁

に
よ

っ
て
悟

っ
た
者
と
さ
れ

る
縁
覚
を
ま
と
め
て

二
乗
と
も
よ
び
、
理
性
的

人
間

に
対
応
す
る

だ
ろ
う
。

歪

ん
だ
鏡

に
は
、
す
べ
て
が
歪
ん
で
映
る
よ
う
に
、
人
間
は
同

じ
現
象
で

あ

っ
て
も
、
ど
の
よ

う
な
境
涯
で
そ
れ
を
見
る
か
に
よ

っ
て
全
く
異
な
っ
て

見
え

る
。

カ
ン
ト
学
派

は
理
性
的
人
間
、
真
理
探
究
者
と
し
て
価
値
を
評
価

し
、
研
究
し
て

い
る

の
で
、
仏
教
か
ら
す
れ
ば
二
乗

の
境
涯
で
評
価
し
て

い

る
と
み
な
さ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
カ
ン
ト
学
派

は
「
真
理
」
。
「
論
理
の
正

し
さ
」
は
大
事
な
価
値
内
容
で
あ
る
と
評

価
し
た
と
推
論
さ
れ
る
。
一
方
、

牧
口

は
生
活
者

の
立
場
す
な
わ
ち
仏
教
で

の
六
道
の
境
涯
で
価
値
判
断
を
す

る
と

。
不
変

の
真
理

は
生
ぎ
る
た
め
の
欲
望
を
満
た
す
た
め
に
価
値
と
評
価

さ
れ
ず

、
経
済
活
動
な
ど
の
「
利

・
害
」
が
大
事
な
価
値
内
容
と
な
る
と
評

価
し

た
と
推

論
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
価
値
論
の
違
い
は
評
価
主
体
が

ど

の
よ

う
な
境
涯
で
価
値
を
評
価
し
た

か
に
依
存
す
る
と
推
論
さ
れ
る
。

両
価
値
論
の
論
理
的
類
似
点
：
カ
ン
ト
学
派
と
牧
口
は
評
価
主
体
の
境
涯

の
違

い
に
よ

る
価
値
評
価
に
依
存
す

る
が
、
論
理
的
に
「
価
値
」
を
二
値
論

理
に
基

づ
い
て
価
値
判
断
を
し
て

い
る
こ
と
は
基
本
的
に
類
似
し
て
い
る
。

カ
ン
ト
学
派
が
理
性
的
人
間
像

の
立
場
で
普
遍
的
価
値
、
客
観
的
価
値
に
重

点
を
墅
き
、
個
別
的
な
経
済
的
利
害
な
ど
を
価
値
内
容
と
し
な

か
っ
た
の
は

客
観
と
主
観
の
二
値
論
理
で
判
断
し
て

い
る
か
ら
と
考
え

ら
れ
る
。
牧
口
も

生
活
者

（
欲
望

的
人
間
像
）
の
立
場

か
ら
経
済
的
利
害
を
価
値
内
容
と
し
真

理
を
価

値
内
容
と
し
な

か
っ
た
の
は
、
真
理
と
価
値
の
二
値
論
理
で
判
断

し

た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。

ま

た
、
純
客

観
的

に
真
理
を
把
握
し
、
真
理
を
非
価
値
と
し

た
Ｍ
・
ウ
ェ

ー
バ
ー
の
没
価
値
性
も
こ
の
二
値
論
理
に
基
づ
い
た
真
理
観
で
あ
り
、
論
理

的

に
牧
口
と
類
似
し
て

い
る
と
み
な
さ
れ

る
。
牧
口
は
価
値
か
ら
真
理
を
追

放
し
、

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
真
理
か
ら
価
値
を
追
放
し
て
価
値
と
真
理
は
全
く
別

で
あ

る
こ
と
を
二
値
論
理
に
基

づ
い
て
主
張
し
て
い
る
。

両
価
値
論
を
三
値
論
理
で
位
置
付
け
る

‥
二
値
論
理
で

は
、
有
と
無
、
主

観
と
客
観
、
真
理
と
価
値
等
相
反
す
る
概
念
、
現
象
だ
け
で
表
現
し
て

い
る
。

よ

っ
て
、
二
値
論
理

に
基
づ
く
価
値
判
断
は
そ
の
二
値
の
択
一
と
な
り
、

そ
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の
価

値
論

は
概
念

的
な
価
値

哲
学

の
枠

に
と
ど
ま
り
、
真
理
と
価
値

は
概
念

的

に
分
離

さ
れ
て
し
ま
う
。

カ
ン
ト
学
派

の
価

値
論
と

牧
口
価
値
論
の
相
違
は
、
評
価
主
体
の
境
涯
の

違

い
に
よ

る
価
値
評

価
の
違

い
と
し
て
説
明
で
き
る
が
、
両
価
値
論

を
総
合

的
に
位
置
付
け

る
こ

と
は
で
き

な
い
。
両
論

の
位
置
付
け
を
統
一
的

に
行
う

た
め
に
は
、

二
値
論
理
・
二
次
元

を
超
え

る
三
値
論
理
・
三
次
元
、
す
な
わ

ち
、
行
為

の
次
元

や
生
命
の
次
元

・
世
界
で

の
論
理

に
基
づ

い
て
両
価
値
論

を
考
察
す

る
必
要

が
あ
る
。

法

華
経
で

は
、
生
命
を
空
諦
（
心
）
・
仮
諦

（
色
）
・
中
諦

（
生
命
）
の
三

側
面

か
ら
説
明
し
て

い
る
の
で
三
値

論
理

に
基
づ

い
て
い

る
。
天
台
大
師
の

法

華
玄
義

に
説

か
れ
て

い
る
空
・
仮

・
中

の
円
融
三
諦
と
十
界
互
具

の
法
理

を

応
用

し
て

真

理

（
仮

諦
）
、
価

値

（
空

諦
）

の

二
値

論
理

で
な

く
生

命

（
中
諦
）
の
視
座

か
ら
両

価
値
論
を
位
置
付
け

る
こ
と
を
試
み

る
。
十
界
互

具

と
は
、

生
命
が
地

獄
界

よ
り
仏
界

に
い
た

る
十
界
の
お
の

お
の

に
十
界
を

具
足
し
て
い
る
と
い
う
法
理
で
あ
る
。
例
え
ば
、
人
界
が
現
れ
て
い
る
そ
の

一
瞬
の
生
命
に
も
、
十
界

の
す
べ
て

が
「
冥
伏
」
し
て

い
る
事
実

を
示
し
て

い
る
。
人
間
は
親
、
兄

弟
等
を
人
な
み

に
思

い
や

る
平
ら

か
な
生
命

状
態
の

人
界
を
基
調
と
し
た
生
命
傾
向
性
を
も
つ
が
、
研
究
室
等

の
縁

に
よ

っ
て
真

理
探
究
者
と
し
て

声
聞
界

の
境
涯
に
変
転
す

る
と
「
人
界
所
具

の
声
聞
界
」

と
表
現
さ
れ
、
人
界
か
ら
声
聞
界
に
境
涯

が
転
換
し

た
こ
と

を
意
味
す
る
。

こ
の
「
十
界
互
具
」
の
原

理
に
則
れ
ば
、
机
等
の
縁

に
触
れ
れ
ば

、
人
界

か

ら
二
乗
界

へ
、
ま

た
商
売

等
別
の
縁

に
触
れ
れ

ば
二
乗
界

・
学
者

か
ら
人

界

。
生
活
者

へ
と
境
涯

の
変
換

が
可
能
に
な
る
。

信
念

や
目

的
に
よ

っ
て
「
行
」
を
起
こ
す
世
界
・
中
諦
の
次
元
で

は
、
行

為
主
体

が
目
的

を
達

成
す

る
た
め
に
あ
る
行
動
・
手
段
を
選
択
す
る
時
、
認

識
作
用

だ
け
で

な
く
評

価
作
用
も
働
か
せ
価
値
判
断
し
手
段
や
行
動
を
連
統

し
て
選

択
す

る
の
で

、
認
識
作
用
と
評
価
作
用

は
結
合
し
、
価
値
判
断
と
認

識
も

リ
ン
ク
（
結
合
）

す
る
こ
と
に
も
注
意
す

る
。

牧
口

の
主
張
す
る
「
生
活

か
ら
学
問
・
価
値
論

へ
」

は
、
人
界
（
六
道
）

か
ら
二
乗
界

（
学
者
）

へ
の
評
価
主
体
の
境
涯

の
転
換
で
あ
り
、
学
者

の
境

涯
で
価

値
論
を
構
築
す
る
作
業
過
程
で

あ
り
、
こ

の
よ
う
な
価
値
論
に
は
カ

ン
ト
学
派
の
価

値
論
が
対
応
す
る
と
推
論
さ
れ
る
。
「
学
問
・
価
値
論

か
ら

生
活

へ
」

の
過

程
は
二
乗
界

か
ら
人
界

へ
の
境
涯
の
転
換
で
あ
り
行
為

が
伴

う
過

程
で
あ
り
、
欲
望

を
も
つ
人
間
が
価
値
論
を
築
く
と
い
う
よ
り
価
値
論

を
応
用
す

る
過

程
で

あ
り
、
牧
口
価
値
論
が
こ
の
応
用
的
過
程
で

有
用
な
価

値
論

に
対
応

す
る
と

推
論
さ
れ

る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
乗
界
・
学
者
か
ら
人
界
・
生
活
者
へ
境
涯
が
転
換
し

た

場
合
は
牧
口

価
値
論
、
ま
た
そ
の
逆
に
、
人
界

か
ら
二
乗
界
へ
転
換
し
た
場

合
は
、
カ
ン
ト
学
派

の
価
値
論
が
対
応
す
る
と
推
論

さ
れ

る
の
で
、
全
体
的

人
間
観
即
ち
円

融
三

諦
の
生
命
観
に
基
づ
く
「
十
界
互
具
と

い
う
法
理
」

を

応
用

す
る
と
、
両
価
値
論
は
論
理
的
に
位
置
付
け

る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

五
　

ま

と

め

牧
口
価
値
論
と
カ
ン
ト
学
派

の
価
値
論
の
価

値
内
容

の
違

い
に
注
目
し
て

llO



比
較
考
察
し
た
結
果
は
、
以
下

の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

１
．

カ
ン
ト
学
派
は
、
研

究
者
（
理
性
的
人
間
）
の
立
場
で

主
と
し
て

客
観

的
価
値
を
評
価
し
追
究
し
た
の
で
「
真
理
」
を
価
値
内
容
と
し
、「
利
害
」

を
価
値
内
容
か
ら
除
い
た
と
推
論
さ
れ
る
。

２
．
牧
口
は
、
生
活
者
（
欲

望
的
人
間
）

の
立
場
で

主
と
し
て
主
観
的
価

値

を
評
価
し
追
究
し
た
の
で

「
利

害
」

を
価
値
内

容
と
し
、
真
理
を
価
値
内

容
か
ら
除
い
た
と
推
論

さ
れ

る
。

さ
ら
に
、
牧
口

は
評
価
主
体
と
価
値
内

容
を
対
応
さ
せ
、
美
・
利

・
善

の
価
値
判
断

の
基

準
を
明
示
し
、
彼
の
価

値
論
を
教
育
や
幸
福
論

に
応
用
す

る
こ

と
も
試
み
て

い
る
。

３
．

牧
口
が
「
真
理
」
を
価
値
内
容

に
入
れ

な
か
っ
た
理
由
は
生
活
者
（
教

員
）
の
立
場

に
立
ち
、
実
用
主
義
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
教
育
的
真
理

探
究
は
学
者
に
任
せ
、
現
場
の
教
員
に
と
っ
て
実
用
的
で
な
い
と
判
断
し

た
た
め
で

、
真
理

の
価
値
を
軽
視
し
た

か
ら
で

は
な

か
っ
た
。

４
．
行
為

ま
た
は
生
命
の
次
元
で

の
仏
法
十
界
互
具
の
法
理
に
基
づ
く
と
、

一
人

の
人

間
が
縁
・

条
件
に
よ

り
研
究

者
・
声
聞

界
の
境

涯
か
ら
生

活

者
・
餓
鬼
界

な
ど
六
道
の
境
涯
に
変
化
す
る
し
、
ま
た
逆
に
別

の
縁
・
条

件
に
よ

り
生
活
者

か
ら
研
究
者
へ
の
境
涯

に
変
化
す
る
こ
と
が
可

能
で

あ

り
、
日
常

的
に
も
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
法
理
に
よ

れ
ば
、
カ

ン
ト
価
値

論
は
理
性
的
境
涯
・
研
究
者
が
評
価
主
体
で

あ
る
場

合
の
客

観

的
価
値
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
牧
口
価
値
論
は
欲
望
的
境
涯
・
生
活
者

が
評
価
主
体
で
あ
る
場

合
の
主
観
的
価
値
論
と
し
て
統
一

的
に
位
置
付
け

ら
れ
る
。

５

。
主
に
二

値
論
理

に
基
づ
く
西
洋
哲
学
的
潮
流
の
中
で
認
識
主
体
を
立
て

客

観
的
価
値

を
追
究
し
て

き
た
カ
ン
ト
学
派
の
価
値
論
と
、
生
の
哲
学
の

潮

流
の
中
で
評
価
主
体
を
立
て

主
観
的
価
値
を
追
究
し
て
き
た
牧
口
価
値

論

と
が
、
仏
法
の
生
命
次
元
で
十
界
互
具
の
法
理
に
基
づ
く
三
値
論
理
で

統
一
的
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と

は
、
従
来
ま
で
の
二
大
価
値
研
究
の
潮

流
も
価
値
の
両
側
面
の
研

究
と
し
て
統
一
さ
れ
る
可

能
性
を
示
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
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八
年
。

（
し
ぶ
や
・
せ
ん
き
ち
、
対
話
的
観
測
論
。

人
間

自

然
学

研

究

所

教

授

）
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